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研究成果の概要（和文）：映像作品における映像効果を高めるための音のデザイン手法を明らかにする目的で，一連の
印象評価実験を行ってきた。音と映像のアクセントの同期による調和感形成には，アクセントの規則性や文脈効果が作
用することが示された。文脈効果は，音と映像の印象の一致に基づく調和感にも生ずる。また，笑いや台詞をより強調
するために，音楽を時間的に遅らせて付加する場合，１秒前後の最適な「間」が存在することを示した。本研究により
，素人でも気軽に映像作品を制作できる状況をつくり出すことができる。

研究成果の概要（英文）：A series of rating experiments were conducted to clarify sound design strategy in 
visual media productions. The regularity of auditory and visual accents and the context effects affects 
the perceived congruence based on synchronization between auditory and visual accents. The context 
effects were also shown in the case of perceived congruence aroused from correspondence of auditory and 
visual emotions. When music was inserted after funny events or emotional speeches, the most appropriate 
duration around 1 second was determined to emphasize laugh or emotion. The present study contributes to 
easy and effective productions of visual media products.　

研究分野：視聴覚融合デザイン
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１．研究開始当初の背景 
 映画やテレビのような，映像メディアは，
映像だけでは成り立たない。必ず「音」を伴
っている。映像表現における音の役割は多岐
に渡るが，通常「脇役」扱いである。しかし，
主役の「映像」が引き立つのは，脇役の音が
うまく機能するからである。映像に加えられ
るのは，登場人物の足音や自動車の走行音の
ように，映像に表現された対象から発せられ
る音だけではない。各種の効果音や音楽が，
映像の効果を高めるために用いられている。  
 映像作品の中の音の役割に関する研究の
歴史は浅いが，1980 年代後半より，北アメ
リカなどで実施されてきた。日本でも，同時
期に申請者の 1人が研究を開始し，音が映像
作品の印象に及ぼす影響，音と映像の調和感
を形成する要因等に関して，研究成果をあげ
てきた。ただし，これまでに得られた知見は，
短い単純な視聴覚素材に対しての印象評価
によっており，音が映像の解釈に影響を及ぼ
す心的過程や音と映像の調和感が形成され
るメカニズムまでは検討されておらず，映像
メディアにおける音のデザインに活かすた
めには十分なものとは言えない。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，制作者が意図する映像効
果をもたらすための音のデザイン手法を明
らかにすることである。映像効果を高めるた
めには，音が映像作品の解釈に影響を及ぼす
チカラを有効に活かすことが求められる。そ
のために，音がもたらす印象が映像の解釈に
どのように影響を及ぼすのかを心的な過程
を解明しておく必要がある。また，映像に組
み合わせる音が映像と調和して認識される
必要もあり，音と映像の調和感が形成される
心的な過程も解明しておく必要がある。  
 音が映像作品の中で果たす役割に関して，
心理的側面から解明することで，映像効果を
高める音のデザイン手法を体系化できる。現
在，映像メディアは多岐に渡り，制作者のレ
ベルや映像制作にかけるコストも多様であ
る。映像効果を高める音のデザイン手法を確
立しておけば，素人でも気軽に映像作品を制
作できる状況をつくり出すことができ，さら
なる映像メディアの普及に繋がることが期
待される。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，映像メディアにおける音と映
像の調和感が生ずる要因，調和感における文
脈効果，イベントや台詞のあとに音楽を付加
するときに最も適切な時点を明らかにする
ために，さまざまな状況を設定した視聴覚刺
激に対する一連の印象評価実験を行ってき
た。 
 音と映像のアクセントの時間関係に基づ
く調和感（構造的調和）についての研究に
おいては，スネアドラムをたたく音を聴覚
アクセント，画面一面の色の切り替えを視

覚アクセントとして，聴覚アクセントと視
覚アクセントの同期・非同期，周期性・非
周期性，同期の頻度などをさまざまに変化
させた視聴覚刺激に対して，音と映像の調
和感の連続測定を行った。また，同期と非
同期の条件を組み合わせた刺激に対する調
和感の連続測定により，調和感における文
脈効果を検討した。 
 音と映像の印象の一致（意味的調和）に
基づく音楽と画像の調和感に関する文脈効
果を明らかにするために，「陽気な」あるい
は「陰気な」印象の音楽と画像を用いて，
前半と後半にそれぞれを呈示して，調和感
の連続測定を行った。 
 「笑い」あるいは「台詞」を強調するた
めの音楽付加の最適付加時点の実験のため
には，「笑い」を生じさせる映像，感情的な
「台詞」で終わる場面の映像を用いて，様々
な時点で音楽を付加し，その印象に関する
評価実験を行った。 
 
４．研究成果 
 音と映像のアクセントの時間関係に基づ
く調和感（構造的調和）の印象評価実験に
より，音と映像のアクセントが同期するこ
とが調和感をえる基本的な要因であるが，
同期が乱れた場合においても，音あるいは
映像のアクセントが規則的であると，ある
程度の調和感が維持できることが示された。
音と映像のアクセントの同期による調和感
に対しては，音のアクセントの規則性の方
が映像のアクセントの規則性よりも調和感
を高める効果が大きい。さらに，同期の頻
度の影響を受け，高頻度で同期する場合の
方が，低頻度の同期条件よりも高い調和感
が形成されることが示された（図 1）。 

                  
図 1 音と映像のアクセントの時間関係に
基づく調和（調和感の連続測定結果） 
 
また，音と映像のアクセントがいずれも
が規則的でない場合にも同期関係があれば
ある程度の調和感は得られるが，両者が規
則的である場合に比べて調和感は低い。さ
らに，構造的調和の文脈効果として，音と
映像のアクセントが周期的で同期したのち



に一方の周期性が崩れ同期しなくなった場
合には，非同期になった後もしばらくは調
和感を保つ傾向も得られた。 
 音と映像の印象の一致（意味的調和）に
基づく音楽と画像の調和感に関する文脈効
果に関しては，連続した 2場面よりなる視
聴覚刺激において，両場面とも音楽と画像
の印象が類似し，両方の印象とも一貫して
いる場合には，後半に呈示した場面の調和
感が高まる傾向が示された。2 場面とも，
音楽と画像の印象が反対の刺激においては，
後半に呈示された場面の不調和感が和らい
だ。音楽と画像の印象が一貫している場合
には，不調和感の緩和効果がより顕著だっ
た。音楽と画像の印象が類似している場面
と反対である場面の組み合わせでは，後半
に呈示された類似している場面の調和感，
反対である場面の不調和感が抑制された。 
 「笑い」を演出する映像にしばしば利用
されるシンボリックな意味を生ずる音楽の
最適な付加位置については，笑いを生ずる
出来事が発生した起点に対して，0.5～1秒
程度間をおいて呈示したときに最も効果的
な演出となることを示した。さらに研究を
進め，喜劇的な映像場面の場合は笑いが生
まれる基点直後～0.5 秒後に，悲劇的な映
像場面の場合は 0.5～1 秒後の間に存在す
ることが明らかになった（図 2）。いずれの
映像場面においても，1.5～2秒の間があく
と，シンボリックな音楽の効果が低下する。
音楽の挿入タイミングが最適な条件では，
映像作品にインパクト感や調和感が最高と
なり，最もよく笑える状態になり，作品と
しても最高の評価が得られることが分かっ
た。 
  

 
図 2 シンボリックな意味を持つ音楽のタ
イミングの良さ（笑いの基点からの間） 
V1:喜劇的，V2：悲劇的 
 
台詞終わりに音楽を付加する際の最適付
加時点は，付加する音楽が映像の内容と調
和していても調和していなくても変わらず，
台詞の直後ではなく，「怒り」を表現した台
詞では 0.5 秒程度，「愛」を表現した台詞
では 1 秒程度，「悲しみ」を表現した台詞
では 1.5 秒程度の「間」をおいてから提示
すると最適であることが示された（図 3）。

同時に，最適な時点で付加した音楽は，映
像との調和にかかわらず，台詞のインパク
トを最大にする効果も示された。 

 
図３ 「怒り」「愛」「悲しみ」の台詞のあと
に音楽を付加する時のタイミングのよさ 
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http://www.design.kyushu-u.ac.jp/~iwami
ya/ 
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